
毎月のゴミの量に驚く(河川清掃)                親子で仲良く作業（こども園親子遠足） 

 
 
 
2 年続きの雨、今年は晴れだ（花火大会）     落ちないように水汲んで（10 ヶ所水質検査） 
 

 
 
大型重機すごいね（ダム見学者のサポート）      満開に速く育って（ダム湖を桜並木で） 
 

 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 人吉・球磨自然保護協会 

２ 事 業 名 称 川辺川流域植樹体験活動（地球温暖化防止に資する水源林整備） 

３ 実 施 日 時 平成 28 年 8 月 18 日 午前 10 時 

４ 実 施 場 所 熊本県球磨郡あさぎり町須恵・松尾国有林狸穴山荘 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

8 月 18 日（木） 

10:00  主催者挨拶      人吉球磨自然保護協会長・中神 司 

          参加者代表挨拶   球磨郡錦町立木上小学校  緑の少年団代表 

球磨郡あさぎり町立上小学校緑の少年団 

         来賓挨拶      熊本南部森林管理署長 

熊本県球磨地域振興局 森林保全課長 

10:30  記念植樹       球磨郡錦町立木上小学校 緑の少年団代表 

         球磨郡あさぎり町立上小学校 緑の少年団 

11:00  森林教室      熊本県球磨地域振興局森林保全課 

12:00   昼食        参加者全員 

13:00   自然体験活動    ツリーイング指導・九州の樹 

自然教室      間伐材による参加証クラフト 

     15:00   広報活動       風船飛行（風船に手紙をつるして放つ） 

参加者返礼      球磨郡錦町立木上小学校校長・原 崇 

                  あさぎり町立上小学校長・森 佳寛 

15:30   閉会        人吉球磨自然保護協会 副会長 大柿なおみ 

 

（事業実施効果） 

水源林整備活動を軸にした大都市住民と山村との交流は、森林への意識の

向上、市民参加による河川環境整備への必要性が認識されるとともに、持

続的可能な森林による地球温暖化防止への啓蒙・啓発に貢献している。 

 

６ 参 加 内 訳 

総人数                           80 名 

（１）主催者参加                            20 名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                     60 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）               0 名 

７ 今 後 の 方 針 

 

森林に資する知識を習得しながら植樹などの森林整備を行い、水を育む水

源涵養林の必要性や、地球温暖化防止に果たす森林の役目を啓発したい 

さらに生活に密着する水環境保全と親水活動を全国に広めるとともに、球

磨川や川辺川及びその流域の活性化に寄与したい。 

 
 

 

 

 
 



 

 
学校別による記念植樹・十年後が楽しみだ         モミジを植えている上小学校緑の少年団 

 

 

 

松の大木に登りながら周囲の景観観察             木登りは女の子が上手である 

 
 

 
林道を散策しながら自然観察会               手紙を託した風船による啓発活動   

 
 


